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が子ども時代に生活保護を受けていることが多い。数年前までは、 家庭は、 基本的 高校へ行くことが制限されていた。そのために中卒ですぐ働ける仕事 就くしかない。勉強よりもむしろ、すぐ 現金収入が必要ということです。今の社会では、中卒や高
卒で





































































































































































































































成長しています。ただし、競争力のなくなった企業や産業は基本的には救済しませんし ダメになったところ バサバサ見捨て 、最先端ところにどんどん集中させて ます。だから労働者を守るとしても、企業を守って労働者
を守
るのではなく、 は見捨 て労働者だけを助ける。そして労働者を再訓練 必要 産業で再就職してもらう。
 
日本では、企業を助けると雇用が助かると思
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